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の人権ベースドのアプローチ（Rights Based Approach；RBA）として、“Connecting People Connecting 








２．対象と方法 対象は、スコットランドで作業療法士（OT）として働く 2 名。2 名は上司（A 氏）と
部 
下（B 氏）の関係である。また、2 名とも政府がスコットランド・アルツハイマー病協会で働く AHP 職
員を募集した際に応募したところ採用されており、出向という形で働いている。また、A 氏は、第 3 次
認知症国家戦略における CPCSの作成過程に関与した。また、B氏は、その中の具体的実践手法としてな
されている Home Based Memory Approach の実践・普及を進めている。方法：2019 年 2 月 18 日、14 時
～16時まで、スコットランド・アルツハイマー病協会のオフィスにて話を伺った。A氏、B氏、通訳者、





すくなるかヒントを求めて集ってきた人たちであった。1 年に 1 度アウェアネス・ウィークを設けるこ
とにし、これが CPCS につながっている。今後もそれは継続してきたいとのことだった。最も大事なこ
とは本人、家族にとってのアクセシビリティであることが明らかになった。A 氏は当事者と会話を持て
たことが何より重要であると捉えていた。また、CPCSの成果は多職種との連携が取りやすくなったこと
と捉えていた。実際は OTの人数が多く期待されていることも多いため、今後 OTが中心となって連携の
あり方を明確化する必要があるとのことだった。 
 
